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いよいよハウジングファースト！

「寮に入った日に、飯は自分で用意してくださいって言われて、カビの臭いのする古い炊飯器と、

安物の米の袋、レトルトのカレーとかの自炊セットを渡されたんです。あとで自炊セットの料金を

みたら２万円を超えていました」

この人は池袋で野宿していたときに「生活保護でいい寮に入れますよ」と誘われて、業者の車で

郊外の寮（民間事業者が経営する無料低額宿泊所）に入って利用契約を結び、地元自治体に生活保

護を申請しました。２週間後に保護が開始されたので寮の費用を払おうとしたら、家賃以外に自炊

セット代・鍵代・支援費などさまざまな名目で請求され、保護費全額を払っても「あと４万円足り

ない」と言われたそうです。「ここにいたら骨までしゃぶられる」と思ってその方はすぐに逃げたと

か・・・

こんな話はいくらでもあります。「６畳をカーテンで仕切った２人部屋に入れられて、隣の人のい

びきがうるさくて毎晩眠れなかった」「２段ベッドがずらーっと並んだ２０人部屋に入れられた。部

屋の中で威張ってる連中から金やタバコをせびられて、断ると暴力を振るわれた」「何年も干したこ

とがないような布団を与えられて、ノミやダニに喰われてひどい目に遭った」「生活扶助費が７万円

くらいなんだけど、『三食出しているから』と寮にほとんどを取られて、手元に残るのは月に３千円

だけだった」・・・etc

ホームレス生活から再出発をするために生活保護を申請しても、福祉事務所が紹介する寮の多く

はこんな環境と条件です。普通の人でも耐えられないような生活環境で、心も体もぼろぼろになっ

た人が元気になれるような要素はどこにもありません。

ある方は、そんな寮に入ったときの気持ちをこう語ってくれました。

「俺たちみたいな人間にはこんな住まいしか与えられないのか。だったら野宿の方がまし」。

６月１日、生活保護法「改正」案が成立しました。保護費の引き下げ、ジェネリック医薬品の「義

務化」など保護費の削減を目的とした施策がてんこ盛りです。しかし、このような「貧困ビジネス」

に唯々諾々と税金が垂れ流されている現状こそ「改正」が必要ではないでしょうか。

誰も保護しない「生活保護」って？

必要な人に必要な保護を届けることこそ、税金の使い方の「適正化」では？

このようなシステムになったのにはそれなりの経緯と理由があります。「福祉事務所が悪い」とか、

「業者が悪い」とか、そんなことを言うつもりはありません。そこで頑張っている人たちがたくさ

ん居ることも知っています。

それよりも、これからどうするかを考えましょう。

今回の「改正」では優良な施設を支援するという施策も盛り込まれました＊。それも必要でしょ

う。でも私たちが求めるのは「寮ではない、普通の人が普通に住める当たり前の家」です。施設を

飛び出して、TENOHASIのシェルター（アパート）に入られた方はこのように感想を語ってくれま

した。「アパートで寝るとこんなに身体が休まるんですね。路上や、相部屋の寮では、横になって寝

たつもりでもちっとも疲れが取れなかったんです」。

プライバシーが守れる自分だけの空間。ゆっくりと休める場所。これを最初に提供する支援方法

を「ハウジングファースト」と言います。今こそ日本にも「ハウジングファースト」支援を。

事務局長 清野賢司

＊今回の「改正」に「しっかりした支援を行う優良な施設を日常生活支援住居施設と指定して財政支援する」と

いう施策も盛り込まれましたが、施行予定は２０２０年です。
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『ハウジングファースト 住まいからはじまる支援の可能性』

刊行しました！！

TENOHASI が参加する「ハウジングファースト東京プロジェクト」のメンバーが、日本で初
めてのハウジングファーストの紹介と実践と課題をまとめた本を刊行しました。お堅い専門的

な内容のみならず、支援の現場での悔しさと課題、各メンバーの経歴など盛りだくさんな内容

です。

刊行してから、全国の福祉関係者・行政の担当者から見学の申し込みが相次いでいます。

この国の福祉のあり方を少しでも動かせるように皆さんもぜひお読みください。

毎日新聞 2018年5月27日 東京朝刊書評

米国で開発された「ハウジングファースト」。本書によ

ると、路上生活者や精神科病院の入院患者らにまずは住

まいを提供し、福祉や医療の専門家による支援サービス

を実施して自立を促進する方式をいう。この方式を日本

でも本格導入し、社会復帰しやすい仕組みをつくるべき

だとの提言をまとめた一冊だ。

編者は、長年、路上生活者らの支援に取り組む団体の

スタッフや医師ら。米国で開発された同方式が、社会復

帰に効果を上げている実例やデータを提示。その一方で

寮生活を送りながら就労支援を受け、仕事を得てからア

パートに移り住むという「ステップアップ方式」が主流

の日本では、集団生活になじめない人たちがドロップア

ウトし、再び路上生活に戻る実情を訴えている。 山吹書店 2600円
編者の稲葉剛氏は「ハウジングファーストは、パターナリズムから抜け出せずにいる日本の

社会福祉や精神医療のあり方に変革を迫る」と強調する。今後、社会保障費の上昇が懸念され

る中、施設からの社会復帰を手助けする同方式は、一つの解決策や処方箋となりえるのではな

いか。福祉関係者らにとって必読の一冊といえる。（武）

Amazon カスタマーレビューより

ハウジングファーストについて、10人の支援者の様々な経験や角

度から書かれていて、福祉の現場を知る上でも、世界の最先端を知

る上でも、とても良かったです。

福祉を再び学び始めた私にも大変面白く読めましたし、また既存

の福祉から脱してより良い方向を探る福祉関係者の方にも是非読

んで頂きたいです。

なぜなら、ハウジングファーストが目指す人間の尊厳の保ち方は、

今後の高齢者福祉や子どもの福祉全体にも求められる必然だと気

が付かせてくれたからです。
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み
な
さ
ま
、
い
つ
も
ご
支
援
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

①
２
０
１
７
年
度
決
算

収
入

昨
年
度
お
寄
せ
頂
い
た
寄
付
金
は

約
４
０
０
万
円
（
前
年
度
よ
り
マ
イ

ナ
ス
約
１
０
０
万
円
）
で
し
た
。

寄
付
者
の
多
く
の
方
が
リ
ピ
ー
タ
ー

で
、
毎
月
振
り
込
ん
で
下
さ
る
方
・

団
体
も
あ
っ
て
感
謝
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
か
ら
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

で
の
寄
付
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し

た
。
ま
だ
郵
便
振
替
で
の
寄
付
と
比

べ
る
と
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ネ

ッ
ト
環
境
と
カ
ー
ド
が
あ
れ
ば
郵
便

振
替
よ
り
も
手
軽
に
ご
寄
付
い
た
だ

け
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
ご
利
用
い

た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
詳
細
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

ま
た
、
庭
野
平
和
財
団
か
ら
の
助

成
金
が
３
０
０
万
円
で
し
た
。
庭
野

平
和
財
団
か
ら
は
２
０
１
５
年
か
ら

１
７
年
ま
で
３
年
間
合
計
９
０
０
万

円
の
助
成
を
頂
き
、
現
場
で
支
援
に

当
た
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
雇

用
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

②
２
０
１
７
年
度
決
算

支
出

来
年
度
は
庭
野
平
和
財
団
の
助
成

が
終
わ
る
こ
と
を
見
越
し
て
節
減
に

努
め
た
結
果
、
年
間
の
支
出
は
約
５

８
０
万
円
で
、
前
年
度
よ
り
約
４
８

０
万
円
減
ら
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

た
だ
、
削
減
分
の
半
分
は
、
有
給

職
員
の
戸
口
さ
ん
の
産
休
育
休
と
小

川
さ
ん
の
介
護
休
で
業
務
委
託
費
が

減
少
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

③
２
０
１
８
年
度
予
算

庭
野
平
和
財
団
か
ら
の
助
成
金
は

昨
年
度
で
終
了
し
、
今
年
度
は
皆
さ

ま
か
ら
の
寄
付
だ
け
が
頼
り
に
な
り

ま
す
。

今
年
度
予
算
を
、
寄
付
金
を
昨
年

並
み
、
支
出
が
生
活
支
援
と
広
報
の

充
実
の
た
め
に
約
１
０
０
万
円
増
と

考
え
て
組
み
ま
し
た
。

差
引
で
約
２
７
０
万
円
の
赤
字
。

こ
れ
が
あ
と
数
年
続
く
と
Ｔ
Ｅ
Ｎ

Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｉ
は
資
金
が
枯
渇
し
て
倒

産
し
ま
す
。
皆
さ
ま
、
寄
付
・
広
報

な
ど
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

存
続
か
倒
産
か
、
い
よ
い
よ
正
念
場
。
会
計
報
告

2017年度決算 ＆ 2018年度予算
(円)

2017年度決算 2018年度予算

前 期 繰 越 10,128,133 11,378,631

収入 寄付金 4,034,915 4,034,915

助成金 3,000,000 0

合計 7,034,915 4,034,915

支出 炊き出し 920,428 1,032,000

生活支援 1,262,111 1,944,000

シェルター家賃 1,390,000 1,260,000

水道光熱費電話料金 16,200 36,000

業務委託費 1,669,000 1,125,000

事務費 526,678 1,380,000

合計 5,784,417 6,777,000

単 年 度 1,250,498 -2,742,085

次 期 繰 越 11,378,631 8,636,546
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炊
き
出
し
に
並
ぶ
人
が
、

や
っ
と
２
０
０
人
以
下
に
！

炊
き
出
し
に
並
ぶ
人
数
は
、
記
録

を
取
り
始
め
た
２
０
０
５
年
か
ら
１

３
年
目
で
初
め
て
２
０
０
人
を
わ
ず

か
に
切
り
ま
し
た
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ

ッ
ク
後
の
３
０
０
人
越
え
か
ら
８
年

か
け
て
、
よ
う
や
く
こ
こ
ま
で
来
た
、

と
い
う
感
慨
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
路
上
生
活
者
が
減
る
中

で
、
今
も
路
上
に
残
っ
て
い
る
人
と

い
う
の
は
、
み
な
何
か
し
ら
の
要
因

が
あ
っ
て
既
存
の
支
援
策
に
乗
れ
な

い
た
め
に
今
も
路
上
に
居
る
と
い
う

方
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

生
活
保
護
を
受
け
て
い
っ
た
ん
は

路
上
を
脱
し
た
も
の
の
、
居
住
空
間

の
劣
悪
さ
や
支
援
の
薄
さ
か
ら
路
上

に
戻
っ
て
し
ま
っ
た
方
も
多
く
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
。

今
後
、
炊
き
出
し
に
並
ぶ
人
が
順

調
に
１
５
０
人
→
１
０
０
人
と
減
っ

て
欲
し
い
の
で
す
が
、
今
ま
で
通
り

の
こ
と
を
続
け
て
い
た
の
で
は
実
現

し
な
い
で
し
ょ
う
。
ハ
ウ
ジ
ン
グ
フ

ァ
ー
ス
ト
を
始
め
と
す
る
新
し
い
支

援
を
探
っ
て
い
き
ま
す
。

特定非営利活動法人TENOHASI

201８年総会報告 その１

2018.６.２
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炊
き
出
し

「
調
理
」
班

毎
月
第
二
・
第
四
土
曜
日
、
午
前

十
一
時
か
ら
某
所
に
て
調
理
を
開
始

し
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
全
員
で
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
。

簡
単
な
自
己
紹
介
の
あ
と
、
当
日
の

作
業
を
確
認
し
、
役
割
分
担
を
し
て

い
き
ま
す
。
作
業
は
、
洗
い
場
、
米

と
ぎ
、
野
菜
切
り
、
釜
場
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
コ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
中
心
に

進
め
て
い
き
ま
す
。

手
は
よ
く
洗
い
、
調
理
器
具
も
消

毒
。
衛
生
面
に
細
心
の
注
意
を
払
い

ま
す
。
材
料
は
食
べ
や
す
い
大
き
さ

に
揃
え
る
、
午
後
六
時
の
配
食
開
始

に
合
わ
せ
て
温
か
さ
を
保
つ
、
何
よ

り
野
菜
た
っ
ぷ
り
の
汁
を
お
い
し
く

食
べ
て
も
ら
う
た
め
に
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
一
同
工
夫
し
て
作
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
数
年
、
「
だ
れ
で
も
、
ど
こ

の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
も
で
き
る
よ
う
に

し
よ
う
」
と
い
う
こ
と
か
ら
、
各
持

ち
場
を
理
解
で
き
る
コ
ア
ス
タ
ッ
フ

が
育
っ
て
き
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

★
洗
い
場

ま
ず
は
流
し
場
の
設
置
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
使
え
る
水
道
は
三
つ
。
水

が
飛
び
散
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
な

が
ら
、
寸
胴
鍋
や
、
切
っ
た
野
菜
を

入
れ
て
お
く
衣
装
ケ
ー
ス
、
炊
き
あ

が
っ
た
ご
飯
や
野
菜
汁
を
入
れ
て
お

く
ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
な
ど
大
き
な

も
の
か
ら
、
ボ
ウ
ル
な
ど
の
調
理
道

具
、
コ
ッ
プ
な
ど
細
か
い
も
の
ま
で

す
べ
て
洗
っ
て
い
き
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、
前
回
洗
っ
て
保
管
し
て
い
ま
す

が
、
使
う
前
に
す
べ
て
洗
い
直
し
ま

す
。
外
で
の
作
業
に
な
る
た
め
、
夏

は
暑
く
、
冬
は
寒
い
！

★
米
と
ぎ

室
内
の
洗
い
場
で
の
作
業
に
な
り

ま
す
が
、
１
釜
８
リ
ッ
ト
ル
で
、
７

～
８
釜
分
の
米
を
洗
っ
て
い
き
ま
す
。

か
な
り
力
の
い
る
作
業
な
の
で
、
男

性
に
お
願
い
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

★
野
菜
切
り

寄
付
で
い
た
だ
い
た
野
菜
た
ち
を

次
々
に
切
っ
て
い
き
ま
す
。
公
園
に

並
ば
れ
る
方
た
ち
は
歯
の
弱
い
方
も

多
く
、
食
べ
や
す
い
よ
う
に
、
で
も

溶
け
て
な
く
な
っ
た
り
し
ま
わ
な
い

程
度
に
、
心
を
込
め
て
切
っ
て
い
き

ま
す
。
野
菜
が
切
り
終
わ
っ
た
ら
、

鶏
肉
も
小
さ
く
切
っ
て
い
き
ま
す
。

★
釜
場

煮
炊
き
は
す
べ
て
こ
こ
で
行
い
ま

す
。
お
湯
を
沸
か
し
た
り
、
ご
飯
を

炊
い
た
り
、
野
菜
汁
を
作
っ
た
り
。

火
元
は
目
が
離
せ
な
い
の
で
、
ま
か

な
い
の
時
間
も
交
代
で
火
加
減
や
時

間
を
チ
ェ
ッ
ク
。
夏
は
か
な
り
の
暑

さ
に
。
反
対
に
冬
は
暖
か
く
、
作
業

の
合
間
に
他
の
持
ち
場
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
暖
ま
り
に
来
た
り
し
ま
す
。

味
付
け
は
侃
々
諤
々
、
み
ん
な
で
味

見
し
な
が
ら
決
め
て
い
き
ま
す
。

★
雨
の
日
は
お
弁
当

炊
き
出
し
は
、
雨
で
も
行
わ
れ
ま

す
の
で
、
そ
の
場
合
は
調
理
班
で
お

弁
当
に
し
、
公
園
に
運
ん
で
配
布
し

ま
す
。
雨
の
日
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参

加
が
少
な
い
う
え
に
、
作
業
は
ご
飯

・
お
か
ず
の
パ
ッ
ク
詰
め
が
加
わ
る

の
で
、
か
な
り
大
変
で
す
。
「
雨
の

日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
求
ム
！
」

で
す
。

★
カ
レ
ー
の
日
は
ラ
ク
ラ
ク

こ
こ
数
年
、
大
塚
モ
ス
ク
さ
ん
、

シ
ャ
ル
マ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
さ
ん

が
年
に
数
回
、
本
格
カ
レ
ー
を
提
供

し
て
く
れ
ま
す
。
そ
の
時
は
、
ご
飯

炊
き
と
付
け
合
わ
せ
の
野
菜
を
作
る

だ
け
な
の
で
、
調
理
班
は
と
っ
て
も

ラ
ク
。
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

公
園
に
並
ば
れ
る
方
に
も
大
好
評
で

す
。こ

の
よ
う
に
、
夕
方
六
時
か
ら
の

配
食
に
合
わ
せ
て
、
お
い
し
い
、
温

か
い
ご
飯
を
提
供
す
る
べ
く
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
一
同
心
を
込
め
て
作
っ
て

い
ま
す
。
学
生
、
社
会
人
、
リ
タ
イ

ア
し
た
方
な
ど
、
老
若
男
女
様
々
な

方
が
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
関

心
を
持
た
れ
た
方
は
ど
う
ぞ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
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月 日 天気 人数 配食数 炊き出し「公園」班
4 8 雨のち曇り 148 400

22 曇りのち雨 150 405

5 13 雨(弁当) 127 199 炊き出し公園班の活動は、毎月第２・

27 晴 250 468 第４土曜日。１６時半から衣類配布と

6 10 晴 190 415 コーヒータイム、１８時から配食です。

24 晴 182 358 炊き出しボランティアは調理と公園合

7 8 晴 170 444 わせて平均５２人。継続・新規の割合

22 晴 191 334 は半々ぐらいで、ときどき学生がサー

8 12 晴 227 468 クルやゼミ単位で大勢参加してくれま

26 曇りのち雨 167 390 す。調理から公園まで通しで参加して

9 9 晴 189 385 くれる方もいらっしゃいます。詳しく

23 晴 223 393 は TENOHASI ブログの「炊き出しボラ
10 14 雨のち曇り(弁当) 173 239 ンティア日記」をご覧下さい。

28 曇りのち雨(弁当) 130 329

11 11 晴 187 433 ２０１７年は夏～秋にコスプレイベン

25 晴 242 432 トやフラフェスタ・集会とかぶって時

12 9 晴 218 458 間や公園を変更したことがありました。

23 晴 354 596

1 13 晴 224 469 大塚モスクとシャルマホールディング

27 晴 189 421 スさんのカレー炊き出しの頻度も増え、

2 10 晴 175 439 ２回連続でカレーの月もありました。

24 晴 197 414 ご協力に感謝です。

3 10 曇りのち晴 177 375 「カレーが辛い」という声もあります

24 晴 212 373 が、当事者の方からはおおむね好評の

合計 4,692 9,637 ようです。

平均 196 402

◆二枚目の名刺

社会人ボランティアが各々のスキルを活かしてＮＰＯを助ける団体「二枚目の名刺」のみなさんが、炊き

出しの新人ボランティアへのWEBアンケートのシステムをつくってくれました。
・新人さんに炊き出しの概要チラシを配布（アンケートにアクセスするＱＲコード付き）

・アンケートの内容は参加した動機や担当した仕事の感想など

→ただしまだ回答率はいまいち？

◆留意点

・コーヒーが美味しくない、との声がありました。大量に用意する必要があるためそこまでは味にこだわ

れのですが、もう少しクオリティを上げられないか。検討中。

・終了ミーティング、各報告や感想の声が聞こえづらいことが多いので。マイクを使うようにするか……
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鍼
灸
班

★
活
動
内
容

炊
き
出
し
の
日
、
公
園
内
に
テ
ン

ト
を
張
り
、
ベ
ッ
ド
を
設
置
し
て
は

り
と
お
灸
を
使
っ
た
鍼
灸
治
療
を
希

望
者
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

★
当
日
の
動
き

１
５
時
に
荷
物
置
場
と
な
っ
て
い

る
東
池
袋
四
丁
目
は
り
き
ゅ
う
院
に

集
合
、
テ
ン
ト
・
ベ
ッ
ド
・
毛
布
・

受
付
用
の
テ
ー
ブ
ル
や
カ
ル
テ
な
ど

の
器
材
を
リ
ヤ
カ
ー
に
積
ん
で
出
発
、

公
園
に
て
準
備
。
１
６
時
、
受
付
と

治
療
の
開
始
。
１
８
時
頃
治
療
終
了

・
片
付
け
開
始
、
撤
収
、
は
り
き
ゅ

う
院
へ
戻
っ
て
片
付
け
、
活
動
終
了

は
１
９
時
頃
。

★
参
加
者

①
鍼
灸
師
：
登
録
鍼
灸
師
は
約
１
０

人
い
ま
す
が
、
各
回
の
参
加
者
は
２

～
３
人
。
途
中
参
加
・
退
出
の
鍼
灸

師
が
交
代
し
な
が
ら
ベ
ッ
ド
１
～
３

台
を
な
ん
と
か
稼
働
で
き
て
い
る
と

い
う
状
況
の
こ
と
が
多
い
で
す
。

②
受
付
係
は
１~

２
人
で
カ
ル
テ
や

順
番
の
管
理
、
問
診
を
行
な
い
ま
す
。

③
準
備
・
片
付
け
・
運
搬
は
参
加
の

鍼
灸
師
と
受
付
係
で
行
な
い
ま
す
が
、

公
園
の
お
じ
さ
ん
に
い
つ
も
協
力
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
人
手
不
足

の
時
は
て
の
は
し
に
手
伝
い
を
要
請

し
、
助
け
て
も
ら
う
こ
と
が
度
々
あ

り
ま
す
。

★
利
用
者

生
活
保
護
や
年
金
受
給
、
ネ
ッ
ト

カ
フ
ェ
・
路
上
の
方
々
と
様
々
で
す
。

４
０
～
７
０
歳
代
の
男
性
が
多
い
で

す
が
、
２
０
～
３
０
代
の
若
者
や
女

性
の
利
用
も
最
近
は
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
一
人
の
治
療
時
間
は
２
０
～

５
０
分
程
度
で
、
毎
回
１
０
人
前
後

の
方
が
利
用
さ
れ
ま
す
。

症
状
で
は
、
腰
痛
が
ダ
ン
ト
ツ

1

位
。
長
年
の
肉
体
労
働
や
不
便
な
生

活
環
境
に
関
連
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
首
・
肩
・
腰
・
下
肢
な
ど
身

体
各
部
の
痛
み
や
し
び
れ
の
訴
え
も

多
く
、
そ
の
他
に
頭
痛
、
胃
痛
、
喘

息
、
息
苦
し
さ
、
耳
鳴
り
、
う
つ
、

顔
面
神
経
麻
痺
、
坐
骨
神
経
痛
な
ど
、

運
動
器
系
、
呼
吸
器
系
、
消
化
器
系
、

神
経
系
と
そ
の
症
状
は
多
岐
に
わ
た

っ
て
い
ま
す
。

鍼
灸
治
療
は
Ｗ
Ｈ
Ｏ
で
も
様
々
な

症
状
や
疾
患
に
有
効
性
が
あ
る
と
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
月
に
２
回
と
い

う
限
ら
れ
た
頻
度
で
は
あ
り
ま
す
が
、

東
洋
医
学
と
し
て
様
々
な
病
状
に
対

応
し
て
い
ま
す
。

★
課
題

１
．
安
定
し
た
人
員
確
保

活
動
に
は
鍼
灸
師
２
人
と
受
付
１

人
を
必
要
最
低
人
員
と
し
、
こ
れ
に

満
た
な
い
回
は
活
動
を
中
止
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
こ
の
１
年
間
ほ
ど

は
、
当
日
朝
ま
で
人
員
確
保
で
き
ず

直
前
に
参
加
者
が
見
つ
か
り
、
ギ
リ

ギ
リ
の
人
数
で
実
行
す
る
と
い
う
よ

う
な
綱
渡
り
の
状
態
が
増
え
て
い
ま

す
。
新
し
く
参
加
さ
れ
て
も
継
続
参

加
が
難
し
く
、
常
に
人
手
不
足
の
状

態
の
た
め
、
メ
ン
バ
ー
募
集
を
継
続

し
て
行
な
っ
て
い
ま
す
。

鍼
灸
師
、
受
付
係
、
準
備
協
力
者

を
常
時
大
募
集
し
て
い
ま
す
。
途
中

参
加
途
中
退
所
Ｏ
Ｋ
で
す
！

２
．
は
り
き
ゅ
う
院
存
続
危
機
問
題

今
春
あ
っ
た
存
続
危
機
問
題
は
と

り
あ
え
ず
回
避
で
き
ま
し
た
が
、
い

つ
ま
で
継
続
で
き
る
か
は
不
明
瞭
で

す
。
継
続
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
に

は
、
活
動
に
必
要
な
荷
物
器
材
の
置

き
場
所
と
公
園
ま
で
の
運
搬
に
つ
い

て
、
経
済
的
・
物
理
的
に
鍼
灸
班
だ

け
で
対
応
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
、

Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｉ
へ
依
存
す
る
こ

と
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
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ほ
っ
と
友
の
会

（
お
茶
会
）

★
活
動

毎
月
第
４
土
曜
の
炊
き
出
し
の
日

に
、
公
園
内
に
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
敷
い

て
み
ん
な
で
輪
に
な
っ
て
語
り
合
い
、

お
話
を
聴
き
合
う
活
動
で
す
。
は
じ

め
に
お
茶
や
手
作
り
の
お
茶
菓
子
を

食
べ
、
歌
を
歌
い
、
ゲ
ー
ム
を
し
て

場
が
あ
た
た
ま
っ
た
後
、
落
ち
着
い

た
雰
囲
気
の
中
、
お
互
い
の
話
を
わ

か
ち
合
い
ま
す
。

昨
年
度
は
、
１
回
平
均
約
１
４
、

６
人
の
方
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

★
感
謝

・
昨
年
は
雨
の
強
い
日
な
ど
も
あ
り

ま
し
た
が
、
「
こ
れ
も
良
い
思
い
出

だ
ね
」
と
話
し
な
が
ら
会
を
重
ね
て
、

無
事
に
１
年
を
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
も
、
荷
物
運
び
や
様

々
な
ご
協
力
を
頂
い
て
い
る
皆
さ
ま

の
お
か
げ
で
す
。
ま
た
、
カ
ト
リ
ッ

ク
池
袋
医
療
班
の
皆
さ
ま
か
ら
は
貴

重
な
活
動
費
の
ご
支
援
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

★
昨
年
度
の
良
か
っ
た
点
と
課
題

昨
年
度
は
、
参
加
し
て
く
だ
さ
る

方
が
増
え
た
１
年
で
し
た
。
そ
の
前

の
年
よ
り
も
平
均
で
４
名
ほ
ど
増
え

ま
し
た
。

会
に
参
加
し
て
も
途
中
で
ふ
ら
っ

と
離
れ
る
方
が
、
最
後
ま
で
い
て
く

だ
さ
る
よ
う
に
な
り
、
常
連
さ
ん
同

士
が
「
今
日
は
誰
々
さ
ん
来
て
な
い

ね
。
ど
う
し
た
の
か
な
あ
。
」
と
お

互
い
を
思
い
や
り
、
「
こ
こ
に
来
る

こ
と
が
毎
月
ほ
ん
と
う
に
楽
し
み
。

ま
た
、
み
ん
な
に
会
い
に
来
る
よ
。
」

と
言
っ
て
く
だ
さ
る
方
々
が
増
え
る

な
ど
、
人
数
だ
け
で
な
く
会
を
大
切

に
思
う
お
気
持
ち
も
増
し
て
い
る
よ

う
で
す
。
み
な
さ
ん
、
き
っ
と
、
ほ

っ
と
友
の
会
は
、
自
分
が
ほ
っ
と
で

き
、
友
だ
ち
に
会
え
る
場
だ
と
実
感

し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
う
し
た
常
連
さ
ん
が
新
し

い
お
友
だ
ち
を
連
れ
て
来
て
く
だ
さ

り
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
参
加
者
が

増
え
ま
し
た
。
「
ほ
っ
友
」
の
良
さ

を
よ
り
多
く
の
方
に
感
じ
て
い
た
だ

け
た
こ
と
が
昨
年
度
の
良
い
点
で
し

た
。一

方
、
課
題
は
、
毎
回
の
会
を
し

っ
か
り
と
お
話
を
聴
き
合
う
会
に
で

き
る
か
で
す
。
人
数
が
多
く
な
り
す

ぎ
た
り
、
集
中
で
き
な
い
状
況
が
あ

っ
た
り
す
る
と
、
お
互
い
の
話
を
大

切
に
聴
く
こ
と
が
難
し
く
な
り
ま
す
。

毎
回
毎
回
が
一
期
一
会
で
す
の
で
、

そ
の
時
そ
の
時
の
工
夫
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

★
今
年
度
の
方
針

ひ
と
り
一
人
が
安
心
し
て
自
分
の

話
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
友
だ
ち
の

話
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
場
づ
く
り

を
今
ま
で
以
上
に
心
が
け
ま
す
。
ご

自
身
が
良
い
と
思
え
る
人
生
を
送
れ

る
よ
う
、
応
援
し
合
え
る
場
と
な
る

こ
と
、
ま
た
、
離
れ
て
い
て
も
思
い

出
す
と
心
が
暖
か
く
な
る
よ
う
な
、

そ
の
よ
う
な
関
わ
り
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

★
お
わ
り
に

あ
る
常
連
さ
ん
が
、
長
期
入
院
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
直

前
の
会
に
い
ら
し
て
「
み
な
さ
ん
が

私
を
こ
こ
で
ず
っ
と
待
っ
て
い
て
く

れ
る
の
が
わ
か
る
か
ら
、
安
心
し
て

過
ご
す
し
、
ま
た
戻
っ
て
く
る
よ
。
」

と
伝
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
、
一
回
一

回
の
会
を
大
切
に
し
て
、
初
め
て
の

方
も
常
連
の
方
も
た
え
ず
待
っ
て
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
活
動
を
い

い
な
と
思
わ
れ
る
方
、
ぜ
ひ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
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すいめいさん・真央さん おめでとう！！

２０１８．４．２２

ハウジングファースト東京プロジェクト交流会＆WEDDING PARTY

＠ホテルメトロポリタン

Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｉ
の
創
設
メ
ン

バ
ー
で
、
副
代
表
理
事
・
精
神
科

医
の
森
川
す
い
め
い
さ
ん
と
、
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
Ｋ
Ａ
Ｚ
Ｏ
Ｃ

の
看
護
師
・
野
上
真
央
さ
ん
が
結

婚
し
ま
し
た
！

す
い
め
い
さ
ん
は
医
学
生
だ
っ
た

２
０
０
１
年
に
池
袋
の
支
援
活
動
に

参
加
し
、
２
０
０
３
年
に
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｏ

Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｉ
を
立
ち
上
げ
て
、
そ
れ
以

来
一
貫
し
て
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｉ
と

ハ
ウ
ジ
ン
グ
フ
ァ
ー
ス
ト
東
京
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

真
央
さ
ん
は
看
護
師
と
し
て
４

年
間
病
院
で
勤
務
し
た
後
、
自
転

車
で
２
年
か
け
て
日
本
一
周
。
そ

こ
で
「
浦
河
べ
て
る
の
家
」
に
出

会
い
、
２
０
１
６
年
に
Ｋ
Ａ
Ｚ
Ｏ

Ｃ
に
入
職
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
炊

き
出
し
の
生
活
相
談
も
や
っ
て
く

れ
る
す
て
き
な
人
で
す
。

二
人
は
昨
年
の
オ
ー
プ
ン
ダ
イ
ア

ロ
グ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
基
礎
コ
ー
ス

で
仲
良
く
な
り
、
付
き
合
っ
て
１
ヶ

月
の
１
２
月
２
４
日
に
入
籍
と
い
う

電
撃
婚
を
果
た
し
て
、
周
囲
を
あ
っ

と
言
わ
せ
ま
し
た
。

こ
の
日
の
会
場
は
、
正
式
な
披
露

宴
が
で
き
る
池
袋
西
口
の
ホ
テ
ル
メ

ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
。

で
も
懐
の
寂
し
い
メ
ン
バ
ー
も
気

軽
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
会
費
は
何

と
ワ
ン
コ
イ
ン
。

当
事
者
メ
ン
バ
ー
・
ス
タ
ッ
フ
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
百
人
以
上
が
思

い
思
い
の
服
装
で
集
ま
り
ま
し
た
。
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サ
プ
ラ
イ
ズ
の
結
婚
誓
約
書
署
名

式
で
は
牧
師
役
（
な
の
に
ジ
ー
ン
ズ

姿
）
の
Ｋ
Ａ
Ｚ
Ｏ
Ｃ
・
小
川
看
護
師

に
誓
い
の
キ
ス
ま
で
さ
せ
ら
れ
・
・

乾
杯
の
音
頭
は
こ
れ
ま
た
ジ
ー
ン

ズ
姿
の
「
池
袋
の
ア
イ
ド
ル
」
田
屋

じ
い
。

ハ
ウ
ジ
ン
グ
フ
ァ
ー
ス
ト
東
京
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加
各
団
体
か
ら
は

「
真
央
さ
ん
、
考
え
直
す
な
ら
今
の

う
ち
で
す
」
（
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｓ
Ｉ

・
清
野
事
務
局
長
）

「
こ
こ
で
嫁
さ
ん
を
ゲ
ッ
ト
す
る
な

ん
て
活
動
の
場
を
何
だ
と
思
っ
て
る

ん
で
す
か
」
（
Ｋ
Ａ
Ｚ
Ｏ
Ｃ
・
渡
辺

代
表
）

「
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
新
し
く
出

た
本
・
ハ
ウ
ジ
ン
グ
フ
ァ
ー
ス
ト
の

宣
伝
を
・
・
」
（
つ
く
ろ
い
東
京
フ

ァ
ン
ド
・
稲
葉
代
表
）
な
ど
の
心
温

ま
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
歌
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
①

「
炊
き
出
し
が
あ
る
さ
」
（
「
明
日
が

あ
る
さ
」
の
替
え
歌
・
抜
粋
）
♪

ゆ
う
り
ん
に
受
診
に
来
た
け
れ
ど

森
川
先
生

顔
色
わ
る
い

「
大
丈
夫
で
す
か
？
ご
飯
食
べ
て
ま

す
？
」

今
日
も
逆
診
察
～

ゆ
う
り
ん
が
あ
る

ゆ
う
り
ん
が
あ

る

ゆ
う
り
ん
が
あ
る
さ

今
日
は
カ
ゾ
ッ
ク
の
訪
問
日

誰
が
来
る
か
は
お
楽
し
み

ド
ア
を
開
け
た

野
上
さ
ん
だ
ぁ

血
圧
上
が
っ
た
よ
ー

カ
ゾ
ッ
ク
が
あ
る

カ
ゾ
ッ
ク
が
あ

る

カ
ゾ
ッ
ク
が
あ
る
さ

み
ん
な
で
行
っ
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

う
し
ろ
姿
に
つ
い
て
い
く

ま
る
で
子
犬

ま
る
で
子
犬

か
わ
い
い
す
い
め
い
さ
ん

い
つ
の
間
に
か

二
人
は
夫
婦

ど

う
か
し
あ
わ
せ
に
～

明
日
が
あ
る
さ
明
日
が
あ
る

東
京
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
夢
が
あ
る

い
つ
か
き
っ
と

い
つ
か
き
っ
と

み
ん
な
で
し
あ
わ
せ
に
な
ろ
う

明
日
が
あ
る

ゆ
め
が
あ
る

ど
う

か
し
あ
わ
せ
に
～
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歌
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
、

②
な
べ
さ
ん
の

「
ギ
ン
ギ
ラ
ギ
ン
に
さ
り
げ
な
く
」

③
え
り
な
さ
ん
の

"I
w

illalw
ays

love
you"

、

と
続
い
て

④
最
後
に
狂
乱
の

「
リ
ン
ダ
リ
ン
ダ
」

新
郎
新
婦
も
ス
テ
ー
ジ
へ
。

す
て
き
な
パ
ー
テ
ィ
で
し
た
。

お
二
人
が
末
永
く
あ
り
ま
す
よ
う

に
。そ

し
て
皆
に
幸
せ
な
こ
と
が
こ
れ

か
ら
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
よ
う
に
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十
数
年
前
、
ま
す
っ
ち
は
い
つ
も

池
袋
駅
の
地
下
通
路
で
寝
て
い
ま
し

た
。話

し
か
け
て
も
悲
し
げ
に
俯
く
だ

け
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ

な
く
て
、
そ
の
時
は
「
こ
の
人
が
路

上
生
活
を
脱
す
る
の
は
難
し
い
だ
ろ

う
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
長
い
紆
余
曲
折
が
あ
っ

て
、
ま
す
っ
ち
は
つ
い
に
路
上
を
脱

し
て
ア
パ
ー
ト
に
落
ち
着
き
ま
し
た
。

そ
し
て
「
じ
ゃ
あ
ま
た
来
週
！
」
と

元
気
に
挨
拶
し
た
２
日
後
の
２
０
１

８
年
３
月
１
２
日
、
ア
パ
ー
ト
で
亡

く
な
っ
て
い
る
の
が
発
見
さ
れ
ま
し

た
。
虚
血
性
心
不
全
で
ほ
ぼ
即
死
だ

っ
た
と
推
測
さ
れ
る
の
が
せ
め
て
も

の
慰
め
で
す
。
６
６
歳
で
し
た
。

ま
す
っ
ち
は
「
路
上
か
ら
直
接
ア

パ
ー
ト
へ
」
と
い
う
ハ
ウ
ジ
ン
グ
フ

ァ
ー
ス
ト
型
の
支
援
を
し
た
第
一
号

で
し
た
。

「
ハ
ウ
ジ
ン
グ
フ
ァ
ー
ス
ト
」
は

長
期
の
路
上
生
活
者
へ
の
支
援
の
切

り
札
だ
と
私
た
ち
は
確
信
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
す
べ
て

の
人
を
支
援
で
き
る
訳
で
は
な
い
こ

と
を
、
ま
す
っ
ち
が
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。

ま
す
っ
ち
の
生
き
た
軌
跡
と
私
た

ち
の
関
わ
り
の
軌
跡
を
こ
こ
に
残
し

た
い
と
思
い
、
皆
さ
ん
に
話
を
聞
き

ま
し
た
。

最
初
に
支
援
し
た
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｓ

Ｉ
坂
内
さ
ん
の
話

ま
す
っ
ち
は
２
０
０
６
年
頃
に
は

池
袋
で
野
宿
し
て
い
ま
し
た
。
私
が

初
め
て
生
活
保
護
申
請
に
同
行
し
た

の
は
２
０
０
９
年
だ
と
思
い
ま
す
。

豊
島
区
に
申
請
し
た
ん
で
す
が
、
指

定
さ
れ
た
施
設
に
行
く
途
中
で
い
な

く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
も
生
活

保
護
で
多
く
の
施
設
を
利
用
し
て
失

踪
し
た
履
歴
が
あ
っ
て
、
あ
あ
い
う

施
設
は
逞
し
い
人
し
か
残
れ
な
い
か

ら
、
そ
う
い
う
所
に
は
耐
え
ら
れ
な

い
人
だ
と
言
う
こ
と
は
わ
か
り
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
ま
た
何
回
か
生
活
保

護
を
申
請
し
て
は
失
踪
し
て･

･
･

を
繰

り
返
し
て
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
と
き
に
、
練
馬
区
で
ア
パ

ー
ト
を
経
営
し
て
い
る
小
室
さ
ん
か

ら
、
う
ち
の
ア
パ
ー
ト
を
困
っ
て
い

る
人
た
ち
の
た
め
に
使
っ
て
欲
し
い

と
い
う
お
申
し
出
を
受
け
た
ん
で
す
。

そ
れ
な
ら
ば
、
と
言
う
話
に
な
っ
て
、

２
０
１
１
年
４
月
に
ま
す
っ
ち
は
シ

ェ
ル
タ
ー
か
ら
敷
金
礼
金
な
し
で
ア

パ
ー
ト
契
約
を
結
び
、
練
馬
区
に
生

活
保
護
申
請
し
ま
し
た
。

首
都
圏
で
路
上
か
ら
生
活
保
護
を

申
請
を
す
る
と
劣
悪
な
環
境
の
施
設

に
入
れ
ら
れ
て
、
た
く
さ
ん
の
人
が

逃
げ
出
し
て
し
ま
い
ま
す
。
で
も
、

「
路
上
か
ら
直
接
ア
パ
ー
ト
に
住
む
」

の
は
法
律
上
は
可
能
、
と
は
思
っ
て

い
ま
し
た
。
ア
パ
ー
ト
に
住
ん
で
い

る
人
が
生
活
保
護
を
申
請
す
れ
ば
そ

の
ア
パ
ー
ト
で
の
生
活
保
護
が
認
め

ら
れ
る
か
ら
、
大
家
さ
ん
と
直
接
ア

パ
ー
ト
契
約
し
て
か
ら
申
請
す
れ
ば

最
初
か
ら
ア
パ
ー
ト
で
生
活
保
護
を


௩
ଶ
म
ः
ः
ध
ऒ
ौ
ट
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୯
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ठ
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受
け
ら
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
と
。

し
か
し
果
た
し
て
本
当
に
通
る
の
か

と
思
っ
て
申
請
し
た
ら
、
あ
っ
け
な

く
ア
パ
ー
ト
で
の
生
活
保
護
が
認
め

ら
れ
ま
し
た
。
「
ハ
ウ
ジ
ン
グ
フ
ァ

ー
ス
ト
」
で
す
ね
。
そ
の
頃
は
そ
ん

な
言
葉
が
あ
る
こ
と
も
知
ら
な
か
っ

た
の
で
す
が
。

だ
が
し
か
し
、
ア
パ
ー
ト
が
あ
れ

ば
す
べ
て
解
決
す
る
わ
け
で
は
な
い

と
が
す
ぐ
に
わ
か
り
ま
し
た
。
最
初

の
保
護
費
を
貰
っ
た
ら
、
ま
す
っ
ち

は
す
ぐ
い
な
く
な
っ
て
、
２
０
日
後

く
ら
い
に
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な
っ
て
シ
ェ

ル
タ
ー
に
帰
っ
て
き
た
。
「
ど
こ
に

行
っ
て
た
の
」
と
聞
く
と
、
「
故
郷

の
船
橋
市
に
行
っ
て
ず
っ
と
飲
ん
で

た
」
と
言
う
ん
で
す
。

ま
す
っ
ち
に
は
軽
度
の
知
的
障
害

が
あ
り
ま
し
た
。
路
上
に
は
福
祉
に

捕
捉
さ
れ
な
か
っ
た
障
害
者
が
多
い

の
で
す
が
、
ま
す
っ
ち
は
ち
ゃ
ん
と

福
祉
に
繋
が
っ
て
い
ま
し
た
。
福
祉

制
度
を
利
用
し
な
が
ら
４
０
歳
く
ら

い
ま
で
船
橋
の
自
宅
で
家
族
と
暮
ら

し
て
い
て
、
自
分
の
部
屋
で
ビ
ー
ト

ル
ズ
や
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ー
ン
ズ
を

聞
い
て
た
そ
う
で
す
。
た
だ
し
、
子

供
の
頃
、
テ
レ
ビ
の
中
の
人
が
自
分

に
話
し
か
け
て
く
る
と
い
う
感
覚
が

あ
っ
た
そ
う
す
か
ら
、
そ
の
こ
ろ
か

ら
精
神
障
害
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

交
通
事
故
に
遭
っ
て
頭
や
脚
に
も
障

害
が
残
り
ま
し
た
。

工
場
で
働
い
て
い
た
と
き
に
悪
い

同
僚
が
い
て
お
酒
や
ギ
ャ
ン
ブ
ル
・

シ
ン
ナ
ー
を
教
わ
っ
て
歯
止
め
が
き

か
な
っ
た
そ
う
で
す
。
家
族
と
い
ろ

い
ろ
あ
っ
て
家
を
出
た
の
が
４
０
歳

過
ぎ
。
最
初
は
上
野
公
園
で
１
０
年

間
野
宿
生
活
。
池
袋
で
会
っ
た
と
き

は
５
０
代
半
ば
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

船
橋
か
ら
帰
っ
て
き
て
か
ら
話
し

合
っ
て
金
銭
管
理
を
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
保
護
費
を
全
部
５
０
０

円
玉
に
ば
ら
し
て
１
回
に
３
枚
ず
つ

く
ら
い
渡
し
て
い
ま
し
て
、
そ
れ
で

ち
ょ
っ
と
は
持
ち
ま
し
た
。
ア
パ
ー

ト
生
活
で
き
る
か
ど
う
か
と
言
う
の

は
結
局
は
お
金
を
管
理
で
き
る
か
ど

う
か
な
ん
で
す
ね
。
ま
す
っ
ち
の
場

合
、
お
金
を
持
つ
と
逆
ら
え
な
く
な

る
ん
で
す
。
「
私
を
使
え
」
と
命
令

さ
れ
る
よ
う
な
感
覚
。
「
楽
し
ま
な

い
と
い
け
な
い
」
み
た
い
な
。
そ
の

く
せ
全
然
楽
し
そ
う
じ
ゃ
な
い
。
泣

き
な
が
ら
酒
飲
ん
で
る
ん
で
す
。

ま
す
っ
ち
は
「
船
橋
は
い
い
と
こ

ろ
だ
よ
」
「
船
橋
に
帰
り
た
い
」
と

い
つ
も
言
っ
て
ま
し
た
。
一
回
、
一

緒
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
な

じ
み
の
ス
ナ
ッ
ク
に
は
話
の
通
り
の

マ
マ
さ
ん
が
い
て
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
ま
し
た
。

で
も
ま
す
っ
ち
が
言
う
船
橋
と
い
う

の
は
今
の
船
橋
じ
ゃ
な
く
て
ま
す
っ

ち
が
幸
せ
だ
っ
た
昔
の
船
橋
な
ん
で

す
よ
ね
。
友
達
と
か
も
う
死
ん
じ
ゃ

っ
て
い
な
か
っ
た
り
。
だ
か
ら
船
橋

に
行
っ
て
も
帰
っ
て
く
る
ん
で
す
。

映
画
が
好
き
だ
と
い
う
こ
と
で
オ

ー
ル
ナ
イ
ト
に
２
度
付
き
合
い
ま
し

た
。
家
の
あ
る
感
覚
を
取
り
戻
し
て

欲
し
く
て
旅
行
に
も
何
回
も
行
き
ま

し
た
。
そ
の
頃
は
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
連
携
し
て
支
援
す
る
形
で
し

た
が
、
重
い
人
ほ
ど
人
手
と
お
金
が

必
要
で
す
。
と
こ
ろ
が
そ
う
い
う
人

ほ
ど
福
祉
的
に
は
劣
等
処
遇
に
な
っ

て
い
く
。
社
会
的
包
摂
が
大
事
と
言

い
ま
す
が
依
存
症
の
方
は
支
援
側
か

ら
見
え
な
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
す
で

に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
お
酒
や
薬
を

お
ご
っ
て
く
れ
る
人
や
カ
ツ
ア
ゲ
す

る
相
手
で
す
。
そ
ん
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
も
孤
立
よ
り
は
よ

い
の
だ
と
言
い
た
い
気

も
し
ま
す
が
、
そ
れ
な

ら
被
害
者
の
ケ
ア
も
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ア
パ
ー
ト
の
大
家
・
小

室
さ
ん
の
話

住
ま
い
を
得
て
ほ
っ

と
さ
れ
る
か
と
思
っ
た

ら
、
む
し
ろ
ア
パ
ー
ト

暮
ら
し
が
辛
か
っ
た
み
た
い
で
す
。

そ
れ
か
ら
も
ア
パ
ー
ト
か
ら
居
な
く

な
っ
て
は
ま
た
帰
っ
て
く
る
と
言
う

の
を
何
回
も
さ
れ
ま
し
た
。

朝
方
、
よ
く
泣
き
な
が
ら
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
。
「
隣
で
ガ
タ
ン
と
音
が

し
た
。
自
分
が
う
る
さ
か
っ
た
ん
じ

ゃ
な
い
か
」
「
な
に
か
さ
れ
る
ん
じ

ゃ
な
い
か
」
。
そ
う
い
う
の
を
も
の

す
ご
く
気
に
な
さ
っ
て
い
て
、
で
も

慰
め
る
と
元
気
に
な
っ
て
戻
れ
る
。

掃
除
や
ゴ
ミ
出
し
も
苦
手
で
、
私

が
注
意
す
る
と
「
は
い
は
い
」
っ
て

言
う
け
れ
ど
、
注
意
さ
れ
る
の
も
切

な
か
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。
繊
細
な

人
だ
か
ら
。
一
人
暮
ら
し
が
寂
し
す

ぎ
た
の
か
な
。

そ
う
い
え
ば
絵
を
描
く
の
が
好
き

で
、
よ
く
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
風

景
と
か
マ
ン
ガ
と
か
。
「
す
ご
い
上

手
」
っ
て
言
わ
れ
る
と
意
気
揚
々
と
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し
て
ま
し
た
。
お
絵
か
き
教
室
に
い

っ
た
ら
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
薦
め

た
ん
で
す
が
、
見
学
し
た
だ
け
で
行

か
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
障
害
者
の
作

業
所
も
試
し
て
み
ま
し
た
が
、
音
が

う
る
さ
く
て
ダ
メ
だ
っ
た
み
た
い
で

す
。最

後
は
「
犬
や
猫
の
よ
う
に
自
由

に
暮
ら
し
た
い
」
「
お
金
の
な
い
世

界
に
行
き
た
い
」
と
い
う
名
台
詞
を

残
し
て
退
去
さ
れ
ま
し
た
。
あ
の
部

屋
に
居
た
の
は
１
年
間
あ
ま
り
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

ま
す
っ
ち
の
言
葉

そ
の
頃
の
記
録
か
ら
・
・
・

「
部
屋
で
一
人
で
い
る
と
不
調
に
な

る
。
も
や
～
ん
と
し
た
お
化
け
み
た

い
な
も
の
も
の
が
見
え
て
来
る
。
秋

は
い
つ
も
不
調
に
な
る
。
２
月
３
月

は
も
っ
と
ひ
ど
い
。
今
で
も
こ
ん
な

に
つ
ら
い
の
だ
か
ら
、
２
月
に
な
っ

た
ら
ど
ん
な
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う

か
。
そ
の
こ
と
を
考
え
る
と
心
配
で

心
配
で
、
じ
っ
と
し
て
い
ら
れ
な
い
。

生
き
て
い
る
の
か
死
ん
で
い
る
の
か

わ
か
ら
な
く
な
る
」

「
一
人
の
時
、
さ
み
し
い
時
に
正
体

不
明
の
ふ
わ
～
と
し
た
不
安
が
や
っ

て
く
る
。
そ
れ
を
消
そ
う
と
し
て
お

酒
を
た
く
さ
ん
飲
む
け
れ
ど
、
不
安

は
消
え
な
く
て
、
か
え
っ
て
苦
し
く

な
る
。
頭
が
ぼ
ー
っ
と
す
る
。
昔
の

嫌
な
思
い
出
が
蘇
っ
て
く
る
」

「
お
客
さ
ん(

幻
聴
）
が
沢
山
来
て
い

る
。
『
酒
を
飲
ん
で
、
パ
チ
ン
コ
を

や
っ
て
、
競
馬
行
っ
て
、
船
橋
に
行

っ
て
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
に
な
っ
て
し
ま

え
。
ど
う
せ
３
０
年
も
４
０
年
も
生

き
る
こ
と
な
ん
か
出
来
や
し
な
い
ん

だ
。
だ
か
ら
、
相
談
な
ん
か
し
た
っ

て
し
ょ
う
が
な
い
』
っ
て
、
頭
の
後

ろ
で
声
が
す
る
」

そ
ん
な
嵐
の
中
で
、
支
え
に
な
っ

た
の
は
同
じ
元
路
上
生
活
の
仲
間
で

し
た
。

「
電
話
で
『
何
の
た
め
に
生
き
て
い

る
の
か
わ
か
ら
な
い
。
坂
内
さ
ん
を

裏
切
っ
て
は
い
け
な
い
、
悲
し
ま
せ

て
は
い
け
な
い
と
思
っ
て
頑
張
っ
て

来
た
が
、
も
う
ど
う
し
て
い
い
か
わ

か
ら
な
い
』
と
泣
い
て
い
ま
し
た
。

で
も
次
の
電
話
で
は
『
「
今
ご
は
ん

食
べ
て
る
。

こ
れ
か
ら
薬

飲
む
。
仲
間

の
写
真
が
あ

る
か
ら
大
丈

夫
』
と
穏
や

か
な
声
で
し

た
」優

し
い
気

配
り
が
出
来

る
人
で
も
あ

り
ま
し
た
。

「
居
場
所
で
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
し
た

Ａ
さ
ん
に
、
ま
す
っ
ち
が
手
紙
を
書

い
て
く
れ
ま
し
た
。

『
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
い
こ
う
。
み

ん
な
で
お
い
し
い
も
の
食
べ
よ
う
。

み
ん
な
応
援
し
て
い
る
よ
。

ど
こ
か
あ
そ
び
に
い
こ
う
み
ん
な
で

み
ん
な
か
ぞ
く
』

ま
す
っ
ち
の
気
持
ち
が
こ
も
っ
て

い
て
感
動
的
で
し
た
。
」

ア
パ
ー
ト
を
退
去
し
た
後
も
、
ま

す
っ
ち
と
の
関
わ
り
は
切
れ
る
こ
と

な
く
続
き
、
路
上
と
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
を
何
回
か
行
き
来
し
て
、
２
０
１

６
年
、
再
び
ア
パ
ー
ト
生
活
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

べ
て
ぶ
く
ろ
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
職

員

木
村
さ
ん
の
話

２
０
１
５
年
の
春
、
そ
れ
ま
で
い

た
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
飛
び
出
し
て

き
た
頃
に
初
め
て
会
い
ま
し
た
。
池

袋
駅
の
東
武
デ
パ
ー
ト
側
の
地
下
通

路
で
す
。
夜
回
り
で
缶
コ
ー
ヒ
ー
差

し
入
れ
て
い
る
う
ち
に
打
ち
解
け
て

き
て
、
「
き
む
じ
ゅ
ん
（
木
村
純
一

を
略
し
て
。
ま
す
っ
ち
は
あ
だ
名
を

つ
け
る
名
人
で
し
た
）
の
所
だ
っ
た

ら
行
こ
う
か
な
」
と
言
っ
て
く
れ
た

ん
で
、
べ
て
ぶ
く
ろ
の
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
に
入
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
最

初
は
お
試
し
で
、
こ
こ
で
行
け
る
と

な
っ
て
か
ら
生
活
保
護
を
申
請
し
て

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
利
用
契
約
を
結

ん
だ
の
が
２
０
１
５
年
の
７
月
で
し

た
。入

っ
て
か
ら
生
活
は
と
て
も
落
ち

着
い
て
い
ま
し
た
。
「
こ
こ
な
ら
い

い
」
と
。
他
の
利
用
者
と
も
仲
良
く

な
っ
て
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
や
食
事
会
に
は
必
ず
顔
を

出
し
て
一
緒
に
ご
飯
を
食
べ
て
ま
し

た
。
家
族
じ
ゃ
な
い
け
ど
、
仲
間
が

居
る
と
い
う
安
心
感
が
あ
っ
た
ん
だ

と
思
い
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
期
限
が
あ
る

の
で
い
ず
れ
ア
パ
ー
ト
に
移
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
ん
で
す
が
、
「
ア
パ

ー
ト
で
一
人
は
嫌
だ
」
っ
て
言
っ
て

た
ん
で
す
よ
。
そ
し
た
ら
田
屋
さ
ん

や
す
ー
さ
ん
が
い
る
ア
パ
ー
ト
が
一
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室
空
い
た
ん
で
、
そ
ち
ら
に
移
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
２
０
１
６
年
の

４
月
で
す
。

こ
れ
で
一
安
心
と
思
っ
た
ん
で
す

が
、
ア
パ
ー
ト
に
行
っ
て
か
ら
調
子

が
悪
く
な
り
ま
し
た
。
お
酒
飲
ん
で

幻
聴
幻
覚
が
出
る
こ
と
が
増
え
た
ん

で
す
。
お
化
け
の
絵
が
好
き
で
よ
く

書
い
て
い
た
ん
で
す
が
、
壁
に
貼
っ

た
自
分
の
絵
か
ら
お
化
け
が
出
て
き

ち
ゃ
う
ん
で
す
。

夜
、
部
屋
に
い
ら
れ
な
く
な
っ
て
、

ウ
ナ
ギ
公
園
と
か
で
野
宿
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
本
人
は
「
ア
パ
ー

ト
に
帰
れ
な
い
。
路
上
も
嫌
。
入
院

も
嫌
。
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
よ
か
っ

け
ど
、
戻
り
た
く
は
な
い
」
。
ア
パ

ー
ト
が
あ
る
の
に
ホ
ー
ム
レ
ス
状
態

に
戻
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。

ウ
ナ
ギ
公
園
は
福
祉
事
務
所
か
ら

近
い
の
で
、
福
祉
事
務
所
か
ら
「
あ

そ
こ
に
居
ま
す
よ
」
と
電
話
が
か
か

っ
て
き
て
、
あ
る
時
は
「
ま
す
っ
ち

を
ア
パ
ー
ト
に
移
し
た
の
は
失
敗
で

し
た
ね
」
と
辛
辣
な
こ
と
を
言
わ
れ

た
り
も
し
ま
し
た
。

真
夏
の
あ
る
日
に
は
「
も
う
家
に

居
ら
れ
な
い
」
っ
て
家
出
し
ま
し
た
。

数
日
後
、
な
ぜ
か
埼
玉
県
の
三
郷
市

で
倒
れ
て
救
急
搬
送
さ
れ
た
の
で
迎

え
に
行
き
ま
し
た
よ
。

部
屋
で
寝
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
Ｂ
Ｓ
の
お
か
げ
で
す
。
当
事
者

研
究
（
自
分
の
苦
労
を
み
ん
な
で
「
研

究
」
し
て
「
自
分
の
助
け
方
」
を
創

造
す
る
活
動
。
ベ
て
ぶ
く
ろ
は
当
事

者
研
究
を
発
明
し
た
浦
河
べ
て
る
の

家
の
池
袋
支
部
）
で
「
テ
レ
ビ
が
面

白
く
な
い
。
夜
に
な
る
と
幻
聴
が
聞

こ
え
て
来
る
。
妖
怪
屋
敷
に
な
る
。

帰
り
た
く
な
い
」
と
泣
い
た
の
で
、

み
ん
な
で
「
テ
レ
ビ
が
面
白
く
な
い

な
ら
Ｂ
Ｓ
入
れ
て
み
た
ら
」
っ
て
ア

ド
バ
イ
ス
し
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
２

０
１
７
年
の
秋
に
Ｂ
Ｓ(

衛
星
放
送)

を
契
約
し
た
ら
、
時
代
劇
や
ス
ポ
ー

ツ
が
楽
し
み
で
部
屋
に
い
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
暇
な
時
間
が
苦

手
だ
っ
た
ん
で
す
。
「
こ
れ
で
落
ち

着
け
る
」
と
思
っ
て
い
た
ら
、
突
然

の
訃
報
で
し
た
。

３
月
２
２
日
、
瑞
江
葬
儀
場
で
行
わ

れ
た
葬
儀
に
は
、
な
ん
と
３
０
人
も

集
ま
り
ま
し
た
。
ま
す
っ
ち
は
い
い

顔
を
し
て
い
ま
し
た
。

ま
す
っ
ち
の
葬
儀
か
ら1

ヶ
月
後
に
開

か
れ
た
「
ま
す
っ
ち
と
語
る
会
」

１
５
人
も
集
ま
っ
て
思
い
出
を
語
り

ま
し
た
。

・
亡
く
な
っ
た
っ
て
聞
か
さ
れ
た
と

き
は
信
じ
ら
れ
な
く
て
、
三
日
三
晩

泣
き
暮
ら
し
た
。
ま
だ
受
け
入
れ
ら

れ
な
い
。
会
え
る
は
ず
の
人
が
い
な

い
、
声
す
ら
聞
く
こ
と
が
出
来
な
い
。

思
い
出
す
と
涙
が
出
た
り
す
る
。
ま

た
ひ
ょ
っ
こ
り
ふ
す
ま
を
開
け
て
ま

す
っ
ち
が
来
る
気
が
す
る
。

・
一
緒
に
リ
デ
ィ
ラ
バ
の
「
ホ
ー
ム

レ
ス
ツ
ア
ー
」
で
講
師
を
や
り
ま
し

た
。
ま
す
っ
ち
は
段
ボ
ー
ル
ハ
ウ
ス

作
る
の
が
上
手
く
て
、
本
当
に
お
家

み
た
い
に
作
る
ん
で
す
。
「
段
ボ
ー

ル
は
い
い
よ
、
温
か
い
よ
」
と
言
っ

て
い
た
。
天
国
で
も
作
っ
て
る
ん
じ

ゃ
な
い
か
な(

笑)

。

・
ま
す
っ
ち
に
会
い
た
い
。
い
つ
も

ニ
コ
ニ
コ
し
て
「
ゆ
う
こ
り
ん
」
「
ゆ

う
こ
り
ん
」
と
言
っ
て
く
れ
て
肯
定

し
て
く
れ
る
か
ら
自
分
を
好
き
で
い

ら
れ
た
。
と
て
も
安
心
感
が
あ
っ
た
。

こ
れ
か
ら
ま
す
っ
ち
の
い
な
い
東
京

で
過
ご
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思

う
と
自
信
が
な
い
。

・
お
酒
が
続
い
て
い
た
か
ら
「
体
調

心
配
で
す
よ
ね
」
と
言
っ
た
ら
「
お

酒
の
悪
口
を
言
わ
な
い
で
」
っ
て
怒

ら
れ
て
。
お
酒
の
悪
口
は
い
っ
て
な

ん
ん
だ
け
ど(

笑)

。
訪
問
に
行
く
と

大
き
な
ゴ
ミ
袋
に
金
麦
の
缶
が
め
っ

ち
ゃ
入
っ
て
い
た
。
金
曜
に
、
ま
た

皆
で
一
緒
に
飲
み
た
い
、
今
度
飲
も

う
よ
、
と
言
わ
れ
た
の
が
最
後
で
し

た
。

・
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
し
て
て
、
怒
ら

れ
た
り
イ
ヤ
な
こ
と
を
さ
れ
た
り
し

た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
い
つ
も
や
さ

し
く
て
「
Ｊ
さ
ん
、
来
て
く
れ
た
ん

だ
ね
」
と
言
っ
て
く
れ
た
。
辛
い
で

す
。



16

・
ま
す
っ
ち
は
当
事
者
研
究
が
好
き

な
ん
で
す
よ
。
あ
る
日
、
平
和
な
感

じ
で
わ
い
わ
い
や
っ
て
い
る
と
き
に
、

震
え
な
が
ら
入
っ
て
き
て
「
酒
を
万

引
き
し
て
し
ま
っ
た
。
と
ん
で
も
な

い
こ
と
し
て
し
ま
っ
た
」
っ
て
衝
撃

の
告
白
。
平
和
な
雰
囲
気
は
ぶ
ち
こ

わ
し
で
す
。
「
そ
れ
を
研
究
す
る
？
」

て
聞
い
た
ら
「
し
た
い
」
と
。
「
マ

ジ
か
」
っ
て
思
い
ま
し
た
。
で
も
、

そ
の
経
緯
を
話
し
始
め
る
と
だ
ん
だ

ん
落
語
み
た
い
に
な
っ
て
、
最
後
は

「
気
が
つ
い
た
ら
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
っ

て
た
ん
だ
よ
～
」(

笑)

。
す
ご
く
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
隣
に
な
っ
た
人

が
怯
え
て
い
た
け
ど
・
・
・
・
ま
す

っ
ち
は
当
事
者
研
究
に
来
る
の
が
好

き
だ
っ
た
し
、
僕
も
ま
す
っ
ち
が
い

る
と
笑
顔
に
な
れ
た
。

・
旅
行
が
好
き
だ
っ
た
よ
ね
。
み
ん

な
で
秩
父
の
温
泉
に
行
っ
た
と
き
「
こ

う
い
う
と
き
の
た
め
に
生
き
て
る
ん

だ
」
っ
て
す
ご
く
機
嫌
が
よ
か
っ
た
。

ア
パ
ー
ト
に
は
旅
行
雑
誌
の
「
る
る

ぶ
」
や
「
ま
っ
ぷ
る
」
が
山
に
な
っ

て
た
。

・
哲
学
的
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
哲

学
カ
フ
ェ
で
「
さ
ま
よ
う
」
が
テ
ー

マ
の
と
き
、
ま
す
っ
ち
は
「
旅
行
と

さ
ま
よ
う
の
は
別
。
さ
ま
よ
う
と
船

橋
し
か
行
け
な
い
。
旅
行
だ
と
も
っ

と
遠
く
に
行
け
る
」
っ
て
。

・
絵
が
フ
ァ
ン
シ
ー
だ
よ
ね
。
い
っ

ぱ
い
絵
を
貰
っ
て
ベ
て
ぶ
く
ろ
の
あ

ち
こ
ち
に
貼
っ
て
い
た
。
こ
れ
な
ん

か
「
冬
ぴ
あ
」
っ
て
書
い
て
あ
る(

笑)

・
ま
す
っ
ち
恋
し
て
た
こ
と
が
あ
っ

た
よ
ね
。
夜
回
り
を
一
緒
に
し
て
た

人
に
。
毎
日
電
話
し
て
た
。
デ
ー
ト

の
誘
い
文
句
は
「
船
橋
に
一
緒
に
行

こ
う
」
だ
っ
た
っ
て(

笑)

。

・
い
い
仲
間
に
会
え
て
、
今
頃
天
国

で
喜
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
う

い
う
出
会
い
が
な
か
っ
た
ら
今
の
ま

す
っ
ち
は
な
か
っ
た
。
幸
せ
だ
っ
た

と
は
言
え
な
い
か
も
知
れ
な
い
け
ど
、

愛
さ
れ
上
手
だ
っ
た
。

・
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
ん
だ
ろ
う
け
ど
、

達
観
し
て
不
思
議
な
感
じ
が
あ
っ
た
。

尊
敬
す
べ
き
点
が
あ
っ
た
。
童
心
に

近
い
人
だ
っ
た
。
ま
た
会
え
る
と
思

っ
て
い
た
。

ハ
ウ
ジ
ン
グ
フ
ァ
ー
ス
ト
に
は
「
何

回
失
敗
し
て
も
ま
た
家
を
用
意
す
る

し
、
何
回
で
も
支
援
す
る
」
と
い
う

ポ
リ
シ
ー
が
が
あ
り
ま
す
。

実
際
、
ま
す
っ
ち
と
関
わ
っ
て
い

く
中
で
「
も
う
ダ
メ
だ
」
と
思
う
よ

う
な
こ
と
が
何
度
も
あ
り
ま
し
た
。

で
も
、
ま
す
っ
ち
は
戻
っ
て
き
ま
し

た
。
関
係
を
切
ら
ず
に
ま
た
戻
れ
る

強
さ
が
、
ま
す
っ
ち
に
は
あ
り
ま
し

た
。
だ
か
ら
私
た
ち
も
笑
顔
で
「
お

帰
り
な
さ
い
」
っ
て
迎
え
て
、
ま
た

家
を
探
し
て
、
支
援
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
学
び
が
あ

っ
て
、
た
く
さ
ん
の
喜
び
が
あ
り
ま

し
た
。

も
う
「
お
帰
り
な
さ
い
」
が
言
え

な
い
の
が
本
当
に
残
念
で
す
。
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はっぴいめーかー大募集
□TENOHASIの活動

○炊き出し 毎月第２/第４土曜日 東池袋中央公園

鍼灸・マッサージ １６：００～１８：００

衣類配布 １６：３０～１７：００

医療相談 生活相談 １７：００～１８：００

ほっと友の会（お茶会・第4土曜日のみ）１７：００～１８：００

配食 １８：００～１８：３０

○おにぎりと夜回り 毎週水曜日

おにぎり配布と医療・生活相談 ２１：３０～ 池袋駅前公園

夜回りと医療・生活相談 ２１：４０～ 池袋駅と周辺

○ハウジングファースト東京プロジェクト 路上脱出支援・安定した地域生活への移行支援

参加団体：TENOHASI・世界の医療団・べてぶくろ・

訪問看護ステーションＫＡＺＯＣ・あさやけベーカリー

つくろい東京ファンド・ＳＷＯＣ/ゆうりんクリニック

Habitat For Humanity

□ 活動資金のカンパをおねがいします！！
郵便振替 00１90-8-2５9686 特定非営利活動法人ＴＥＮＯＨＡＳＩ

銀行振込 ゆうちょ銀行 ０１９(ｾﾞﾛｲﾁｷｭｳ)支店 当座2５9686 トクヒ）テノハシ

クレジットカード決済 ホームページからお願いします。

□ 物資カンパも大募集中！！

衣類（季節にあったもの。スーツや女性ものは不要）・靴・毛布・カミソリなど

食材（米・缶詰・レトルト食品など。） ＊【送り先】下の「発送元」らん参照

寄付・ボランティアのお問い合わせ

メール：TENOHASIのホームページの「お問い合わせ」から

電 話：090-1611-1970(事務局長 清野賢司）

特定非営利活動法人TENOHASI 発送元

会報第３７号 〒１77-004５

2018/7/1発行 練馬区石神井台6-１-28

□ホームページ http://tenohasi.org/ ＴＥＮＯＨＡＳＩ事務局

□メール tenohasi@yahoo.co.jp TEL 090-１6１１-１970
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